
図
書
館
長
と
な
っ
て
か
ら
間
も
な
く
二
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
間
、学
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
方
針
と
そ
の
対
策
に
基
づ
き
、図
書

館
も
ま
た
学
生
や
教
職
員
の
利
用
条
件
を
制
限
し
、学

外
者
の
入
館
を
見
合
わ
せ
る
と
い
っ
た
対
応
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
に
お
い
て
も
、第
七
波
よ

り
報
告
さ
れ
る
感
染
者
数
の
最
大
値
は
低
下
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、死
亡
者
数
で
は
過
去
最
多
を
更
新

し
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
第
八
波
が
猛
威
を
振
る

い
ま
し
た
。年
明
け
二
月
以
降
に
漸
く
収
束
傾
向
を
示

し
た
こ
と
で
、学
内
B
C
P
も
引
き
下
げ
ら
れ
、新
年

度
を
迎
え
る
前
に
通
常
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
へ
と
図
書

館
も
切
り
替
え
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
学
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
大
学
と
短
大
、二
つ
の
高

等
教
育
機
関
を
有
し
て
い
ま
す
が
、図
書
館
は
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
て
お
ら
ず
、共
通
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
、美
術
や
服
飾
、栄
養
や
保
育
等
、

多
様
な
専
門
性
と
異
な
る
修
学
期
間
の
学
生
た
ち
、そ

し
て
教
職
員
が
利
用
す
る
施
設
と
し
て
独
自
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。大
学
図
書
館
と
し
て
の
基
礎
は
、

本
学
の
前
身
で
あ
る
東
北
女
子
職
業
学
校
の
時
代
に

遡
り
ま
す
が
、当
初
か
ら
少
人
数
教
育
や
実
学
教
育
を

重
視
し
、学
生
に
寄
り
添
っ
た
学
び
を
大
切
に
し
て
き

た
系
譜
は
現
在
の
図
書
館
に
お
い
て
も
受
け
継
が
れ

て
お
り
、身
近
で
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
利
用

者
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
常
に
心
が
け
て
い
ま
す
。し
か
し
、こ
の
三
年

余
り
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
、本
学
の
図
書
館

が
果
た
し
て
き
た
役
割
や
機
能
、さ
ら
に
は
運
営
の
在

り
方
に
つ
い
て
、改
め
て
見
直
す
必
要
性
と
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、学

内
へ
の
入
構
禁
止
措
置
や
遠
隔
授
業
の
実
施
、三
密
回

避
の
た
め
の
教
室
を
は
じ
め
と
す
る
共
有
ス
ペ
ー
ス

の
人
数
規
制
等
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、「
対
面
」を
主
と

し
た
図
書
館
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
も
そ
の
多
く
が
制
限
、

中
止
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。気
軽
に
図
書
館
に
立
ち

寄
り
、必
要
な
資
料
や
本
を
直
接
手
に
取
っ
て
閲
覧
・

検
索
が
で
き
る
従
来
の
機
能
に
加
え
、感
染
症
に
よ
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
災
害
発
生
等
、不
測
の
事
態
に
お
い

て
も
利
用
者
の
学
び
を
保
障
し
、研
究
活
動
を
停
滞
さ

せ
な
い
た
め
の
電
子
図
書
館
機
能
、さ
ら
に
は
知
の
蓄

積
・
発
信
機
能
の
促
進
が
必
須
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。現
在
、学
内
で
は
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
D
X
を
進
め
る
動
き
が
加
速
し
て
い
ま

す
。図
書
館
で
も
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
率
先
し
て
行

う
こ
と
で
、本
を
通
じ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
を
解
消

す
る
役
割
も
担
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、開
館
か
ら
三
十
年
以
上
が
経
過
す
る
建
物

は
、度
重
な
る
地
震
の
ダ
メ
ー
ジ
と
老
朽
化
が
生
じ
て

お
り
、さ
ら
に
は
蔵
書
増
大
に
よ
る
狭
隘
化
と
い
っ
た

問
題
に
も
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。少
し
で

も
多
く
利
用
者
の
期
待
に
応
え
つ
つ
、い
つ
も
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、図
書
館
の
挑
戦
と
模
索
は
こ

れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

図書館長  伊藤 常久
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部

広報
「コロナ禍を経た
　本学図書館の役割」
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大
学
家
政
学
科
短信

大
学
美
術
表
現
学
科

短信

令
和
四
年
度
秋
・
冬
の
家
政
学
科
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
今
も
続
き
、
年
末
年
始
に

か
け
て
家
政
学
科
で
も
数
多
く
の
感
染
者
・
濃
厚
接
触
者
が
み

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
補
講
・
追
試
験
を
行

い
な
が
ら
通
年
で
対
面
授
業
を
実
施
で
き
ま
し
た
。
教
育
実
習

や
健
康
栄
養
学
専
攻
の
臨
地
実
習
も
多
く
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
も
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
実
施
で
き
ま
し
た
。

十
月
四
日
に
登
録
販
売
者
試
験
の
合
格
発
表
が
あ
り
、
健
康

栄
養
学
専
攻
学
生
の
十
一
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年

合
格
し
た
三
年
生
が
薬
学
検
定
に
挑
み
、
二
名
が
一
級
に
合
格

し
ま
し
た
。
一
級
合
格
者
は
こ
の
三
年
間
で
十
一
名
に
な
り「
薬

に
強
い
栄
養
士
」
の
育
成
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

（
株
）
利
久
と
の
産
学
連
携
が
始
ま
り
、
健
康
栄
養
学
専
攻

三
年
生
が
牛
タ
ン
の
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
挑
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
会
社
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
い
く
つ

か
の
メ
ニ
ュ
ー
が
商
品
化
の
候
補
に
挙
が
り
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
が
一
月
二
十
四
日
に
学
内
で
店
頭
販
売
を
前
に
し
た
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
で
の
テ
ス
ト
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
店
頭
に
挙
が
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

大
学
祭
は
十
月
十
五
・
十
六
日
に
三
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
服
飾
文
化
専
攻
学
生
を
中
心
と
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
が
有
観
客
で
開
催
さ
れ
、
新
作
の
衣
装
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
健
康
栄
養
学
専
攻
で
は
泉
区
家
庭
健
康
課
と
の
コ
ラ

ボ
出
展
の
他
、
同
時
開
催
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画
と
し

て
「
熱
い
の
は
大
学
祭
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
俺
た
ち
の
料
理
バ
ト

ル
！
」
を
動
画
披
露
し
ま
し
た
。

十
二
月
八
日
に
中
国
吉
林
省
長
春
市
に
あ
る
東
北
師
範
大
学

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
系
と
服
飾
文
化
専
攻
と
で
学
生
・

教
員
同
士
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
が
行
わ
れ
、
双
方
の
大
学
の

概
要
や
授
業
内
容
を
互
い
に
紹
介
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
に
は

大
い
に
刺
激
に
な
っ
た
よ
う
で
今
後
の
交
流
の
発
展
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
恒
例
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
外
部
公
演
も
、

二
月
二
十
二
日
に
エ
ル
パ
ー
ク
で
通
常
開
催
の
予
定
で
鋭
意
準

備
中
で
す
。

最
後
に
人
事
異
動
で
す
が
、
八
月
末
に
高
橋
聡
美
助
手
、
九

月
末
に
田
中
美
咲
副
手
が
退
職
さ
れ
、
九
月
よ
り
大
久
保
美
里

助
手
、
一
月
よ
り
門
脇
優
奈
副
手
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

三
月
末
に
井
上
美
紀
教
授
、
小
野
真
実
教
授
お
よ
び
髙
野
弥
咲

助
手
が
退
職
さ
れ
ま
す
。
退
職
の
方
々
の
本
学
の
教
育
研
究
活

動
へ
の
ご
貢
献
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。﹇
鈴
木（
裕
）﹈

先
ず
初
め
に
、
美
術
学
部
の
令
和
四
年
度
下
半
期
の
活
動
と
し

て
大
き
な
も
の
を
二
つ
挙
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
十
月
に
行
わ
れ
た
「
学
科
内
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
す
。

毎
年
開
催
の
全
学
年
を
対
象
と
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
今
回
で
四

十
九
回
を
数
え
ま
す
。
応
募
人
数
は
三
十
七
人
と
、
一
時
に
比
べ

る
と
少
数
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
が
、
本
学
の
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
反
映
し
て
、工
芸
、絵
画
、デ
ザ
イ
ン
等
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
、

い
ず
れ
も
秀
作
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は
二
年
次
・
藤
平

み
の
り
さ
ん
の
「
星
の
よ
う
に
」（
立
体
・
陶
芸
）、
優
秀
賞
は
二

年
次
・
大
上
詩
代
さ
ん
の
「
夢
で
見
た
２
人
」（
人
形
・
絵
画
）

と
三
年
次
・
白
倉
向
日
葵
さ
ん
の
「
胎
動
鼓
動
天
体
図
」（
絵
画
）

に
な
り
ま
し
た
。

二
つ
目
は「
卒
業
制
作
展
」（
二
月
二
十
一
日
〜
二
月
二
十
六
日
、

宮
城
県
美
術
館
・
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
で
す
。
平
成
三
十
一
年
に

美
術
学
部
美
術
表
現
学
科
を
開
設
し
今
年
で
完
成
年
度
を
迎
え
、

今
回
は
そ
の
一
期
生
に
よ
る
記
念
す
べ
き
展
覧
会
と
な
り
ま
し

た
。
前
身
で
あ
る
家
政
学
部
生
活
美
術
学
科
の
時
代
を
含
め
る
と

第
五
十
五
回
展
と
な
り
ま
す
。
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
下
、
今
回
そ
の
成
果
の
一
端
を
広
く
一
般
に
紹

介
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
作
品

点
数
三
十
二 （
三
十
名
）
で
、
学
生
が
四
年
次
の
約
一
年
間
じ
っ

く
り
時
間
を
か
け
て
制
作
し
た
も
の
で
す
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
３
D
C
G
（
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
）
な
ど
、「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
」
分
野
の
も
の
が
例
年

に
比
べ
多
く
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
、
例
年
に
ひ
き
続
き
地
域
社
会
活
動
と
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短
大
生
活
文
化
学
科
短信

高
等
学
校
と
の
連
携
活
動
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
衡
村

教
育
委
員
会
と
の
連
携
協
定
の
下
、「
場
と
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
」（
作

品
展
覧
会
）
が
大
衡
村
ふ
る
さ
と
美
術
館
で
十
月
・
十
一
月
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
高
大
連
携
で
は
、
県
内
高
等
学
校
へ
の
出
前
授

業
に
加
え
、今
回
で
二
回
目
と
な
る「
高
校
生
デ
ッ
サ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
、
県
内
五
校
一
四
六
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。
ま

た
連
携
協
定
を
東
北
生
活
文
化
大
学
高
等
学
校
と
結
ん
で
お
り
ま

す
が
、
十
一
月
に
美
術
科
の
あ
る
宮
城
県
宮
城
野
高
等
学
校
と
も

締
結
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、

本
学
園
が
隣
接
の
旧
K
H
B
社
屋
を
購
入
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
施
設
は
「
大
学
七
号
館
」
と
し
て
、
特
に
美
術
学
部
の

教
育
・
研
究
に
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
既
に
十
二
月
に
は
学
長

に
よ
る
美
術
特
別
講
義
「
素
描
（
デ
ッ
サ
ン
）
の
心
得
」（
二
年

生
対
象
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
段
階
的
に
整
備
を
進
め
、

地
域
の
新
し
い
美
術
教
育
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
が

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。﹇
三
上
﹈

今
年
度
後
半
の
生
活
文
化
学
科
の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

元
通
り
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、「
w
i
t
h 

コ
ロ
ナ
」
に
伴
い
、

少
し
ず
つ
学
内
行
事
が
正
常
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

二
年
生
の
校
外
実
習
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
へ
の
対
応
の
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
上
の
困
難
は
あ
り

ま
し
た
が
、
結
果
的
に
両
専
攻
と
も
に
実
施
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
成
果
は
、
食
物
栄
養
学
専
攻
で
は
、
二
月
一
日
に
校
外
実
習

報
告
会
に
て
、
子
ど
も
生
活
専
攻
で
は
、
十
二
月
二
十
一
日
に
実

習
実
践
報
告
会
と
し
て
、
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

報
告
会
に
は
一
年
生
も
参
加
し
、
次
年
度
の
実
習
に
向
け
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
し
食
物
栄
養
学
専
攻
一
年
生

の
給
食
管
理
基
礎
演
習
Ⅰ
で
行
う
予
定
だ
っ
た
施
設
見
学
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

食
物
栄
養
学
専
攻
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
演
習
Ⅱ

を
受
講
し
て
い
る
一
年
生
お
よ
び
二
年
生
の
有
志
が
、
十
一
月
一

日
か
ら
六
日
ま
で
行
わ
れ
た
N
P
O
法
人
食
空
間
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
協
会
東
北
北
海
道
支
部
主
催
の
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
展

に
参
加
し
ま
し
た
。な
お
今
年
度
よ
り
、テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
演
習
の
履
修
者
は
「
食
空
間
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
三
級
」
取
得

も
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
新
資
格
と
し
て
令
和
四
年

度
に
導
入
し
た
「
フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
」
の
資
格
取
得
者

が
こ
の
三
月
に
初
め
て
認
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
生
活
専
攻
で
は
、
前
年
度
、
一
年
生
の
基
礎
実
習
（
ま

す
み
幼
稚
園
）
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
拡
大
に
よ

り
中
止
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
度
は
二
月
に
実
施
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
四
年
度
に
新
し
く
導
入
し
た
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
認

定
資
格
試
験
を
十
二
月
三
日
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
合
格

率
九
十
一
．
六
%
と
、
一
年
目
と
し
て
は
上
々
の
滑
り
出
し
と
な

り
ま
し
た
。

産
学
連
携
関
係
で
は
、
株
式
会
社
カ
ル
ラ
や
フ
レ
ス
コ
株
式
会

社
に
加
え
、
有
限
会
社
ジ
ャ
ン
ボ
ン
・
メ
ゾ
ン
と
の
産
学
連
携
を

八
月
に
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
は
学
生
も
参
加
し
て

お
り
、
特
に
フ
レ
ス
コ
株
式
会
社
と
の
連
携
で
は
、
十
一
月
に
お

弁
当
「
健
美
彩
菜
」
が
商
品
化
さ
れ
、
現
在
も
販
売
が
継
続
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
栄
養
士
と
保
育
者
の
協
働
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
の
事
業
と
し
て
「
保
育
・
食
育
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
生
活
文
化
学
科
の
特
色

を
活
か
し
た
教
育
を
、
来
年
度
以
降
も
継
続
し
て
い
き
た
く
存
じ

ま
す
。﹇
池
田
﹈
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一
月
十
四
日
（
土
）
に
家
政
特
別
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
、
卒
業
生

か
ら
服
飾
に
関
す
る
仕
事
の
話
、
家
庭
科
教
員
の
話
、
大
学
院
生

の
研
究
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
二
月
二
十
二
日
（
水
）
に
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
外
部
公
演
が
三
越
エ
ル
パ
ー
ク
仙
台
ス
タ
ジ
オ

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
す
。
服
飾
文
化
専
攻
一
年
生
か
ら
は
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
モ
デ
ル
、
照
明
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
計
五
名
が
参
加
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
こ
れ
か
ら
の
学
ぶ
意
欲
や
動
機
づ
け
に
つ
な
が
り
、
将

来
の
進
路
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。﹇
植
松
﹈

　
現
在
、
学
生
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
の
進
路
目
標
に
向
か
っ
て
、

衣
料
管
理
士
や
教
職
・
学
芸
員
な
ど
の
資
格
取
得
に
必
要
な
専
門

科
目
を
学
ん
で
お
り
、
時
間
割
（
履
修
科
目
）
も
多
様
で
す
。

　
今
年
の
「
家
政
特
別
講
義
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、

国
立
の
理
工
系
大
学
院
へ
の
進
学
者
、
高
校
の
家
庭
科
教
員
と
し

て
働
く
先
輩
が
来
学
し
、
後
輩
の
た
め
に
示
唆
に
富
ん
だ
講
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
学
生
た
ち
は
、
先
輩
の
講
話
を
熱

心
に
聞
き
、
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
る
な
ど
、
社
会
人
基
礎
力
の
ひ

と
つ
「
前
に
踏
み
出
す
力
」
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
頼

も
し
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　
残
さ
れ
た
二
年
間
、
卒
業
後
の
進
路
を
見
据
え
、
悔
い
の
な
い

充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

﹇
水
谷
﹈

　
一
月
十
九
日
に
課
題
研
究
Ⅰ
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学

生
は
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
研
究
成
果
を
「
し
っ
か
り

伝
え
た
い
！
」
と
い
う
思
い
の
伝
わ
る
充
実
し
た
発
表
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
一
年
は
、
一
人
ひ
と
り
が
今
の
自
分
と
向
き
合
い

自
問
自
答
し
、
将
来
に
向
け
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す
時
と
な
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
対
峙
し
、
乗
り
越
え

よ
う
と
自
分
で
も
が
く
こ
と
で
し
か
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
目
を
配
り
、
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。﹇
川
又
﹈

　
冒
頭
に
進
路
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
休
学
中
の
学

生
一
名
を
除
き
、
お
陰
様
で
遅
い
学
生
で
も
、
年
末
ま
で
に
は
全

員
の
就
職
先
が
決
ま
り
ま
し
た
。
皆
、
こ
の
四
年
間
よ
く
や
っ
て

く
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、ま
だ
後
期
の
試
験
は
終
わ
っ

て
い
な
い
時
期
で
す
の
で
、
最
後
ま
で
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
学

業
に
専
念
す
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
で
き
る

限
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
卒
業
式
の
日
ま
で
続
け
な
が
ら
、
皆
と
笑

顔
で
卒
業
式
を
迎
え
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。﹇
菅
野
﹈

　
大
学
に
入
学
し
て
、
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
不
安
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
一
年
生
も
、
今
で
は
少
し
ず
つ
大
人
び
て
、
大

学
生
ら
し
い
顔
つ
き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
学
修
で
は
、
専
門
科

目
も
増
え
、
一
歩
ず
つ
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
へ
の
階
段
を
上
り

始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
行
事
も
限
ら
れ
て
い

る
中
、
大
学
祭
へ
の
参
加
や
卒
業
式
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
本

学
の
一
員
と
し
て
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
る
姿
は
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。﹇
鴫
原
﹈

　
健
康
栄
養
学
専
攻
二
年
生
は
、後
期
に
こ
れ
ま
で
少
人
数
グ
ル
ー

プ
で
行
っ
て
い
た
実
験
・
実
習
と
は
異
な
る
百
人
分
の
給
食
（
お

弁
当
で
提
供
）
を
学
修
し
ま
し
た
。
献
立
作
成
、
発
注
、
調
理
お

よ
び
食
券
販
売
ま
で
各
人
の
責
任
に
な
る
た
め
、
声
を
掛
け
合
っ

て
確
認
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
実
習
を
終
え
て
、
次
年
度
に
は
、
事
業
所
、
保
育
園
な
ど
校

外
の
実
習
に
出
掛
け
て
い
き
ま
す
。
全
員
が
三
年
次
へ
進
級
で
き

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。﹇
伊
藤
﹈

　
は
や
い
も
の
で
三
年
生
の
後
期
と
な
り
ま
し
た
。
前
期
に
引
き

続
き
国
家
試
験
を
意
識
し
た
授
業
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
十
二
月
に
全
国
栄
養
士
実
力
認
定
試
験
、
二
月
に
初
め

て
の
管
理
栄
養
士
の
外
部
模
試
を
受
け
ま
し
た
。
成
績
の
良
か
っ

た
学
生
、
そ
う
で
な
か
っ
た
学
生
と
様
々
で
す
が
勝
負
は
四
年
生

の
三
月
と
考
え
、今
の
成
績
に
一
喜
一
憂
せ
ず
に
粘
り
強
く
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
公
務
員
対
策
講
座
や
就
職
セ
ミ
ナ
ー
も
始
ま
り
ま
し
た
。

学
生
で
い
ら
れ
る
時
間
も
あ
と
一
年
で
す
。
四
年
生
に
な
っ
て
も

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。﹇
川
俣
﹈

　
十
二
月
に
は
約
一
年
半
の
取
組
み
成
果
を
報
告
す
る
課
題
研
究

発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
各
自
、
発
表
・
質
疑
応
答
・
進
行
な
ど

協
力
し
て
行
う
姿
に
、
四
年
間
の
成
長
が
窺
え
ま
し
た
（
内
容
は

卒
業
式
に
て
ポ
ス
タ
ー
展
示
の
予
定
で
す
）。
就
職
内
定
率
は
二
月

広報

服
飾
文
化
専
攻
　
１
年

服
飾
文
化
専
攻
　
２
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻
　
4
年

服
飾
文
化
専
攻
　
３
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
3
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
　
4
年

ク
ラ
ス
だ
よ
り

（
令
和
四
年
度 

後
期
）
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中
旬
現
在
、
九
割
を
超
え
る
状
況
で
す
。
資
格
取
得
の
た
め
の
全

て
の
学
外
実
習
も
報
告
会
ま
で
無
事
終
了
し
、
二
月
末
に
は
管
理

栄
養
士
国
家
試
験
が
あ
り
ま
す
。
目
指
す
将
来
に
向
け
、
こ
れ
ま

で
得
た
知
識
と
経
験
を
以
て
活
躍
す
る
皆
さ
ん
を
心
か
ら
応
援
い

た
し
ま
す
。﹇
八
巻
﹈

　
入
学
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
学
生
た

ち
は
す
っ
か
り
大
学
生
活
に
慣
れ
、講
義
、実
技
、課
題
制
作
の
ペ
ー

ス
を
掴
ん
で
き
た
よ
う
で
す
。
ア
ト
リ
エ
か
ら
は
い
つ
も
楽
し
そ

う
な
、
元
気
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
良
い
雰

囲
気
の
中
で
表
現
す
る
喜
び
を
育
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
十
月
に
は
「
第
四
十
九
回
学
科
内
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
コ
ツ
コ
ツ
と
制
作
に
取
り
組
み
、
高
橋
幸
聖
さ
ん
が

学
長
賞
、丹
羽
悠
乃
さ
ん
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。﹇
鶴

巻
﹈

　
二
年
次
か
ら
は
専
門
分
野
の
授
業
が
始
ま
り
、
履
修
科
目
を
迷

い
な
が
ら
も
「
自
分
で
決
め
て
」
取
り
組
む
一
年
で
し
た
。
好
き

な
授
業
で
頑
張
る
姿
や
、
授
業
を
受
け
て
み
て
面
白
さ
に
気
づ
き
、

積
極
的
に
取
り
組
み
始
め
る
様
子
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
前
に
進

む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
体
育
祭
や
学
科
内
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
活

躍
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
入
賞
し
て
も
し
な
く
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
に
得
た
も
の
が
あ
る
は
ず
で
す
。
今
後
の
糧
に
し
て
、
残
り

二
年
間
の
学
生
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。﹇
落
合
﹈

　
い
よ
い
よ
卒
業
学
年
で
す
。
学
生
た
ち
は
、
学
期
ご
と
の
中
間

審
査
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
卒
業
制
作

と
い
う
形
で
最
終
的
に
展
示
発
表
し
ま
す
。
自
身
の
仕
事
に
対
し

て
何
を
も
っ
て
「
完
成
」
と
す
る
の
か
、
こ
の
一
年
の
中
で
何
度

も
煩
悶
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
制
作
に
お
け
る
打
開
策
、

妥
協
点
を
見
つ
け
る
と
い
う
よ
り
は
、
自
分
と
は
何
者
で
あ
っ
た

の
か
を
強
く
意
識
す
る
、
そ
の
過
程
そ
の
も
の
に
表
れ
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
花
は
実
（
さ
ね
）
の
中
に
あ
り
ま
す
。﹇
伊
勢
﹈

　
四
年
次
後
期
は
卒
業
制
作
展
の
準
備
、
就
職
活
動
等
、
学
内
外

で
積
極
的
に
活
動
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
四
年
間
の
成
長
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
月
二
十
一
日
〜
二
十
六
日
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
第
五
十
五
回
東
北

生
活
文
化
大
学
美
術
学
部
美
術
表
現
学
科
卒
業
制
作
展
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
多
忙
な
学
生
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
が
、
四
月
か

ら
新
天
地
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
本
学
で
の
学
び
を
活
か
し
、

一
人
ひ
と
り
が
活
躍
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。﹇
佐
々
木
﹈

　
入
学
し
て
か
ら
約
一
年
、未
だ
未
だ
制
約
が
あ
る
中
で
も
皆
し
っ

か
り
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
自
主
的
に
勉
強
会
を
開
い
て

学
業
に
励
ん
だ
学
生
も
い
ま
し
た
。
大
学
祭
で
は
有
志
が
出
店
し

た
フ
ル
ー
ツ
飴
の
店
も
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
城
県

内
の
複
数
の
企
業
と
共
同
で
、
お
弁
当
の
開
発
や
商
品
を
使
用
し

た
レ
シ
ピ
の
考
案
な
ど
、
授
業
以
外
で
も
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
全
員
揃
っ
て
元
気
に
新
年
度
を
迎
え
ら
れ
そ

う
な
今
、
ま
た
新
た
な
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。﹇
永
沼
﹈

　
大
学
祭
で
は
、
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
出
店
の
企
画
か
ら
運
営

ま
で
行
い
、
手
作
り
の
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
パ
ン
と
、
フ
レ
ス
コ
キ

ク
チ
と
の
コ
ラ
ボ
弁
当
「
健
美
彩
菜
」
を
販
売
し
ま
し
た
。
学
生

主
体
の
活
動
は
、
短
大
生
活
で
初
め
て
で
あ
り
、
と
て
も
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
学
業
面
で
は
、
多
く
の
学
生
が
栄
養
士
以

外
に
も
様
々
な
資
格
を
取
得
し
、
食
空
間
か
ら
商
品
開
発
・
流
通

ま
で
、
幅
広
い
知
識
と
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
後
、そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん
だ
道
で
の
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。﹇
木

下
﹈

　
一
年
生
は
、
各
自
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
忙
し
い
日
々
を
過

ご
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現
在
は
後
期
の
期
末
試
験
を
終

え
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る
の
も
束
の
間
で
、
附
属
保
育
園
で
の
観
察

実
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
所
で
す
。
そ
の
忙
し
い
日
々
の
中
で
も
、

子
ど
も
食
堂
や
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
、

子
ど
も
た
ち
と
直
接
関
わ
れ
る
時
間
を
大
切
に
し
て
い
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
他
者
と
直
接
関
わ
れ
る
機
会
を
大
切
に

で
き
る
保
育
者
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。﹇
橋
浦
﹈ 

　
こ
の
冬
は
例
年
に
な
い
寒
波
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
日
差
し
に

温
か
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
に
ぎ
や
か
で
闊
達

な
二
年
生
で
し
た
が
、
今
は
穏
や
か
な
気
持
ち
で
ま
も
な
く
迎
え

る
卒
業
式
、
そ
し
て
春
か
ら
の
新
天
地
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
を

馳
せ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
十
二
月
二
十
一
日
、
三
年
ぶ
り
に

対
面
で
の
『
実
習
報
告
会
』
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

一
年
生
に
向
け
て
実
演
を
交
え
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
伝
え
る
姿

に
、
十
週
間
の
実
習
を
経
た
先
輩
と
し
て
の
自
信
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。﹇
佐
藤（
深
）﹈
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攻
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攻
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大
学
美
術
表
現
学
科
　
1
年

大
学
美
術
表
現
学
科
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年

大
学
美
術
表
現
学
科
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年

大
学
美
術
表
現
学
科
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年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻
　
1
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻
　
2
年
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今
年
は
三
年
ぶ
り
の
体
育
祭
と
対
面
型
の
大
学
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
学
内
国
内
の
感
染
状
況
が
穏
や
か
な
時
期
と
日

程
が
合
っ
た
の
で
す
。
村
上
君
、
岩
井
君
、
齊
藤
さ
ん
、
大

村
さ
ん
、
木
村
君
、
立
崎
君
、
岩
間
さ
ん
ら
学
友
会
に
携
わ

る
学
生
の
熱
き
思
い
が
こ
の
好
機
を
呼
ん
だ
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
皆
で
作
っ
て
一
緒
に
楽
し
む
素
晴
ら
し
い
時
間
、
こ

れ
は
人
類
が
二
年
間
我
慢
し
て
い
た
尊
い
も
の
。
一
方
で
七

夕
祭
は
直
前
に
、
秋
の
体
育
祭
は
延
期
後
中
止
に
。
企
画
か

ら
様
々
な
手
続
き
、仙
台
市
の
レ
ン
タ
ル
、機
材
景
品
の
手
配
、

グ
ッ
ズ
制
作
等
々
準
備
の
最
中
に
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
ま

し
た
。

　
昨
年
度
の
冨
谷
君
た
ち
と
山
沢
先
生
、
一
昨
年
度
の
佐
々

木
君
た
ち
と
小
野
先
生
が
学
友
会
の
バ
ト
ン
を
繋
い
で
く
れ

た
か
ら
今
年
は
少
し
前
進
し
ま
し
た
。
へ
こ
た
れ
ず
ち
ょ
っ

と
ず
つ
、
ま
た
前
へ
！
﹇
鈴
木（
専
）﹈

　
服
飾
文
化
専
攻
学
生
が
中
心
と
な
り
、
全
学
科
専
攻
の
学

生
が
参
加
し
て
い
る
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
学
生
実
行
委

員
会
」
で
は
、
本
年
度
久
し
ぶ
り
に
、
二
つ
の
ラ
ン
ウ
ェ
イ

シ
ョ
ー
を
有
観
客
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
十
月

に
は
大
学
祭
の
催
し
の
一
つ
と
し
て
の
シ
ョ
ー
を
開
催
し
、

ま
た
二
月
二
十
二
日
に
は
、
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
ス
タ
ジ
オ

ホ
ー
ル
に
て
第
十
五
回
東
北
生
活
文
化
大
学
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
外
部
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
外
部
公
演
の
テ
ー

マ
は
「
R
e
u
n
i
o
n
〜
再
会
〜
」。
三
年
ぶ
り
の
有
観
客

開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
生
た
ち
の
思
い
入
れ
も
ひ
と

し
お
。
準
備
段
階
か
ら
「
服
を
紡
ぎ
、
想
い
を
紡
ぐ
」
を
合

言
葉
に
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
感
動
を
伝
え
よ
う
と
努
力
を
重

ね
た
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。﹇
川
又
﹈

　
こ
の
た
び
健
康
栄
養
学
専
攻
で
は
、（
株
）
利
久
と
産
学
連

携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
牛
タ
ン
と
い
う
仙
台
な
ら
で
は
の

食
文
化
が
あ
り
ま
す
が
、
八
十
年
が
経
と
う
と
す
る
今
、
若

者
離
れ
が
進
み
、
数
十
年
後
に
は
牛
タ
ン
と
い
う
食
文
化
が

消
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
タ
ン
先
や
タ
ン
下
な
ど
の
比
較
的
安
価
な
部
位
を

用
い
た
若
い
人
向
け
の
健
康
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
三
年
生
が
開
発
を
担
当
し
、
テ
ス
ト
販

売
を
経
て
、
三
月
に
「
食
べ
方
色
々
！
牛
タ
ン
紅
茶
鍋
御
前
」

が
泉
区
内
の
三
店
舗
や
仙
台
パ
ル
コ
2
店
な
ど
で
販
売
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
夏
に
は
「
牛
タ
ン
ビ
ビ
ン

バ
定
食
」、
冬
に
は
「
牛
タ
ン
テ
ー
ル
鍋
定
食
」
が
産
学
連
携

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
販
売
予
定
で
す
。

　
仙
台
で
管
理
栄
養
士
を
養
成
す
る
本
学
な
ら
で
は
の
取
り

組
み
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。﹇
川
俣
﹈

学
友
会
活
動
再
開

（
株
）利
久
と
の
産
学
連
携
事
業

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
開
催
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　「
地
域
創
生
演
習
Ⅰ
」
伊
勢
周
平
講
師
、「
染
織
」
佐
々
木

輝
子
講
師
、「
情
報
デ
ザ
イ
ン
」
鶴
巻
史
子
教
授
の
授
業
を
履

修
す
る
一
年
生
六
十
四
名
と
二
・
三
年
生
七
名
が
、
宮
城
県

の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
仙
台
箪
笥
の
サ
ブ
ブ
ラ
ン
ド
構
築
と

商
品
開
発
を
行
い
ま
し
た
。
仙
台
箪
笥
協
同
組
合
と
協
働
で

「
若
年
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
ロ
ゴ

や
商
品
を
考
え
ま
し
た
。
太
布
萌
恵
子
さ
ん
が
提
案
し
た
「
金

具
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
木
製
フ
ァ
イ
ル
ケ
ー
ス
」
は
箪
笥
職

人
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
竹
沢
千
陽
さ
ん

が
デ
ザ
イ
ン
し
た「
龍
の
金
具
模
様
の
包
装
紙（
二
パ
タ
ー
ン
：

紺
＆
蛍
光
緑
色
、
白
＆
茶
色
）」
が
採
用
と
な
り
、
佐
藤
雛
乃

副
手
が
実
装
し
、
現
在
、
湯
目
家
具
百
貨
店
に
て
小
箪
笥
な

ど
を
包
む
包
装
紙
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。﹇
鶴
巻
﹈

　
二
〇
二
二
年
八
月
よ
り
（
有
）
ジ
ャ
ン
ボ
ン
・
メ
ゾ
ン
と

東
北
生
活
文
化
大
学
短
期
大
学
部
で
産
学
連
携
事
業
の
協
定

を
結
び
、「
味
噌
ベ
ー
コ
ン
」
の
開
発
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
数
回
学
内
で
の
官
能
評
価
、
分
析
結
果
を
も
と
に

試
作
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
二
月
に
は
学
内
で
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
最
優
秀
賞
に
は
「
味
噌
ベ
ー
コ
ン
の
筑

前
煮
」
が
選
ば
れ
、
最
終
審
査
に
残
っ
た
三
つ
の
レ
シ
ピ
を

販
売
時
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
日
頃
学
ん
で
い
る
調
理

学
や
栄
養
学
等
の
知
識
を
発
揮
す
る
大
変
良
い
機
会
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
学
内
の
講
義
や
実
習
だ
け
で
な
く
、
企
業
と

関
わ
る
こ
と
で
「
栄
養
士
」
と
い
う
仕
事
を
よ
り
魅
力
的
に

感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。﹇
青
柳
﹈

　「
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
」
は
学
生
を
対
象
と
し
た
日
本
教
育
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
協
会
認
定
資
格
で
す
。
い
わ
ば
、
学
生
の
う
ち
に

し
か
取
得
で
き
な
い
貴
重
な
資
格
で
す
。
青
年
期
の
学
生
な

ら
誰
で
も
遭
遇
す
る
問
題
の
相
談
相
手
に
な
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
の
世
話
役
を
務
め
る
な
ど
が
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
の

役
目
で
す
。
本
学
で
は
令
和
四
年
度
よ
り
加
盟
校
に
加
わ
り
、

子
ど
も
生
活
専
攻
の
学
生
を
対
象
に
ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講

座
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
を
通
し
、
適
切
な
自
己
開

示
や
自
己
主
張
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
己
肯
定
感
が
向

上
し
た
よ
う
で
す
。
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を

求
め
ら
れ
る
保
育
者
を
目
指
す
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
学
び

多
き
も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
十
二
月
に
試
験
に
臨
み
、

十
一
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
今
後
の
ピ
ア
っ
子
の
活
躍
に
乞

う
ご
期
待
！
﹇
米
川
﹈ 

仙
台
箪
笥
共
同
組
合
連
携
事
業

〜
セ
ン
ス
生
か
し
包
装
紙
考
案

（
有
）ジ
ャ
ン
ボ
ン・メ
ゾ
ン
と
の

産
学
連
携
事
業

短
大
・
子
ど
も
生
活
専
攻

ピ
ア
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
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TSB公開講座：超高齢社会が抱える「食べる問題」を考える10/29（土）に本学にて健康栄養学専攻の髙橋文講師による公開講座を開催し、一般聴講者約30名が受講しました。
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地域連携活動「ミシン学習サポート」
9/12（月）に名取市立増田小学校にて、服飾文化
専攻の菊地紗代講師と学生有志が、ミシンの使い
方の指導とサポートを行いました。

東北師範大学（中国）とのオンラ
イン交流会

12/8（木）に、中国吉林省にあ
る東北師範大学の

ファッションデザイン学科と本学
服飾文化専攻が初

めてのオンライン交流会を行い
ました。今後の交流

も楽しみですね。

地域連携活動「チリメンモンスターを探せ！」

10/29（土）にスリーエム仙台市科学館にて
、さらに

11/12（土）に本学にて、食物栄養学専攻
の黒川

優子准教授と学生有志が、地域の親子を
対象とし

たワークショップを開催しました。

地域福祉活動計画（せんだいaiプラン）
ダンス動画完成☆

仙台市社会福祉協議会が策定した「地域福祉活
動計画（せんだいaiプラン）」のPRオリジナルテーマ
ソングに乗せたダンス動画を、子ども生活専攻１年
生が制作しました。

来年4月に大学2年生になる学年からインターンシップのあり方が大きく変わります。昨年6月に文部科学省、厚生労働省、経済産業省
の三省合意改正により、次の4類型になります。タイプ1は「オープンカンパニー型」で現在の1DAY仕事体験等と同じ会社説明会タイプ
です。タイプ２は「キャリア教育型」で大学1年生や2年生を対象とした就業体験です。そしてタイプ３は「汎用的能力及び専門的能力活
用型インターンシップ」で、汎用的能力活用型は5日間以上、専門的能力活用型は2週間以上の就業体験が必須になります。最後にタイ
プ４は「高度専門型インターンシップ」で主に大学院生を対象としています。改正前は、インターンシップの情報を採用選考の際の情報とし
て活用できませんでした。しかし、この改正により、タイプ３と４だけがインターンシップを名乗ることが認められ、これに参加した場合は採用
選考の情報として活用することが出来るようになりました。
現在企業からヒアリング等で情報を収集していますが、現時点ではタイプ1のオープンカンパニー型が多くなりそうです。しかし、世界は

競争が激しく企業は直ぐに変化に対応してくるのが常です。タイプ３と４に中心が動くのではないかと思います。このような状況下では、大
学1年生や2年生の低学年時からタイプ２のキャリア教育を充実させ、自分自身の可能性を見付ける必要があると思います。［津島］

地域連携活動
「水の森市民センター地域まつり」11/19（土）・20（日）に行われたおまつりにて、服飾文化専攻の学生が授業で制作した作品を展示し、有志の学生が会場を訪れた方 に々説明を行いました。

フレスコキクチ×食物栄養学専
攻

コラボ弁当販売！

今年も食物栄養学専攻2年生
がスーパーマーケット

フレスコキクチとコラボ弁当プロ
ジェクトに取り組み、

「健美彩菜」弁当が11/19（土
）から販売されました。

フィールドワークを通して
子育て支援事業を体験12/10（土）に子ども生活専攻2年生の選択科目「地域福祉論」のフィールドワークとして、いずみワクワク食堂が主催する「親子クッキング教室」に参加しました。

高校生デッサンコンクール
美術表現学科では宮城県内高等学校に在籍する高校生を対象としたデッサンコンクールを開催しました。「石膏像」をテーマに146点の応募があり、オンライン展示も行いました。


